
⑭
）
は
50
・
１
％
で
、
前
回
調
査

に
比
べ
て
１
・
９
ポ
イ
ン
ト
減
少

し
ま
し
た
。
男
女
別
で
は
、
男
性

58
・
８
％
、
女
性
42
・
９
％
で
、

前
回
調
査
に
比
べ
て
男
性
は
２
・

９
ポ
イ
ン
ト
、
女
性
は
１
・
０
ポ

イ
ン
ト
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
て
い
ま

す
。

5
就
業
者
の
従
業
上
の
地
位

　

就
業
者
数
を
従
業
上
の
地
位
別

に
見
る
と
（
資
料
⑮
）、
雇
用
者

が
２
万
６
、８
８
８
人
（
就
業
者

数
の
69
・
１
％
）、
役
員
が
１
、

７
１
４
人
（
同
４
・
４
％
）、
自

営
業
主（「
家
庭
内
職
者
」を
含
む
）

が
６
、７
０
８
人（
同
16
・
９
％
）、

家
族
従
業
者
が
３
、４
４
０
人（
同

８
・
８
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

雇
用
者
の
う
ち
臨
時
雇
用
の
割

合
は
29
・
７
％
で
あ
り
、
男
女
別

で
は
男
性
15
・
５
％
、
女
性
43
・

０
％
と
な
っ
て
お
り
、
女
性
の
雇

用
者
は
２
・
３
人
に
１
人
は
臨
時

雇
用
と
な
っ
て
い
ま
す
。

5
世
帯
の
状
況

　

総
世
帯
数
（
資
料
⑧
）
は
、
３

万
４
、２
７
２
世
帯
で
前
回
調
査

に
比
べ
て
１
、１
５
４
世
帯
減
少

し
ま
し
た
。

　

施
設
な
ど
の
世
帯
を
除
い
た
一

般
世
帯
数
３
万
４
、１
４
７
世
帯

を
世
帯
人
員
別
（
資
料
⑨
）
で
見

る
と
、
１
人
世
帯
が
９
、４
２
５

世
帯
、
２
人
世
帯
が
１
万
１
、４

８
１
世
帯
、
３
人
世
帯
が
５
、９

５
６
世
帯
、
４
人
世
帯
が
３
、９

６
６
世
帯
と
、
世
帯
人
員
が
多
く

な
る
ほ
ど
世
帯
数
は
少
な
く
な

り
、
２
人
以
下
の
世
帯
が
全
体
の

約
６
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

１
世
帯
当
た
り
の
世
帯
人
員
も

２
・
50
人
で
、
前
回
調
査
の
２
・

63
人
に
比
べ
て
０
・
13
人
減
少
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
単
身
者
（
65
歳
以

上
の
単
独
世
帯
）
は
５
、２
４
４

人（
男
性
１
、１
６
３
人
、女
性
４
、

０
８
１
人
）
で
、
前
回
調
査
よ
り

３
４
５
人
（
７
・
０
％
）
増
加
し

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
高
齢
夫
婦
世
帯
（
夫

65
歳
以
上
、
妻
60
歳
以
上
の
夫
婦

の
み
の
世
帯
）
は
５
、０
０
８
世

帯
で
、
前
回
調
査
に
比
べ
て
88
世

帯
（
１
・
８
％
）
増
加
し
ま
し
た
。

　

高
齢
単
身
者
と
高
齢
夫
婦
世
帯

を
合
わ
せ
る
と
全
世
帯
数
の
29
・

９
％
を
占
め
、
３
・
３
世
帯
に
１

世
帯
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
と
い

う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

２
．労
働
力
の
状
態

1
労
働
力
人
口

　

本
市
の
15
歳
以
上
人
口
７
万

７
、６
４
１
人
の
労
働
力
状
態
を

見
る
と
、
労
働
力
人
口
（
15
歳
以

上
人
口
の
う
ち
就
業
者
お
よ
び
完

全
失
業
者
＝
資
料
⑩
・
⑪
）
は
４

万
１
、８
２
９
人
で
、
前
回
調
査

に
比
べ
て
４
、
３
３
８
人
（
９
・

４
％
）
減
少
し
ま
し
た
。
男
女
別

で
は
、
男
性
が
２
万
２
、８
１
１

人
、
女
性
が
１
万
９
、０
１
８
人

と
な
り
、
前
回
調
査
に
比
べ
て
男

性
が
10
・
１
％
、
女
性
が
８
・
４

％
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

生
産
年
齢
人
口
（
15
歳
〜
64
歳
）

の
減
少
が
そ
の
ま
ま
労
働
力
人
口

の
減
少
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

2
労
働
力
率

　

労
働
力
率
（
15
歳
以
上
人
口
に

占
め
る
労
働
力
人
口
の
割
合=

資

料
⑫
）
は
53
・
９
％
で
、
前
回
調

査
に
比
べ
て
１
・
８
ポ
イ
ン
ト
低

下
し
て
い
ま
す
。
男
女
別
で
は
、

男
性
が
64
・
８
％
、
女
性
が
44
・

８
％
で
、
前
回
調
査
に
比
べ
て
男

性
は
２
・
７
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
、

女
性
は
１
・
１
ポ
イ
ン
ト
低
下
し

ま
し
た
。

3
就
業
人
口

　

労
働
力
人
口
の
う
ち
就
業
者
の

総
数
（
資
料
⑩
）
は
、
３
万
８
、

９
０
４
人
で
、
前
回
調
査
に
比
べ

て
４
、２
１
４
人
（
９
・
８
％
）

減
少
し
て
い
ま
す
。

　

男
女
別
で
は
、男
性
が
２
万
０
、

７
２
０
人
、
女
性
が
１
万
８
、１

８
４
人
で
、
前
回
調
査
に
比
べ
て

男
性
が
２
、４
９
８
人
（
10
・
８

％
）、女
性
が
１
、７
１
６
人（
８
・

６
％
）
減
少
し
ま
し
た
。

　

完
全
失
業
者
数
（
資
料
⑬
）
は

２
、
９
２
５
人
で
、
前
回
調
査
に

比
べ
て
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
失

業
者
率
で
見
れ
ば
前
回
調
査
時
が

７
・
１
％
、
今
回
調
査
が
７
・
５

％
と
増
加
し
て
い
ま
す
。

4
就
業
率

　

就
業
率
（
15
歳
以
上
人
口
に
占

め
る
就
業
者
数
の
割
合
＝
資
料
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労働力人口は41,829人
就業者の総数は38,904人
完全失業者は2,925人
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□労働力人口（資料⑩）

□就業率の推移（資料⑭）
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□男女別完全失業者数の推移（資料⑬）
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（単位：人）□就業者の従業上の地位（資料⑮）

総数
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総数 役員
常　雇 臨時雇

雇用者

総数 雇人の
ある業主
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平成22年 国勢調査結果まとまる
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